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レキシコン - Michael Kühnen 

75 - モナカ（MONARCHY 

 現代の意識では、一般に2つの君主制の形態が知られている。 

 絶対王政のことです。ヨーロッパでは、ドイツ民族の神聖ローマ帝

国、第一次ドイツ帝国が崩壊した結果、君主が国家の主権を無制限

に担い、すべての権力の源泉となることを特徴としている。このよ

うな政治形態の最も新しい歴史的な例は、ロシアのツァーリズムで

ある。しかし、ドイツ帝国やオーストリア・ハンガリー帝国も、第

一次世界大戦末期に崩壊するまで、その特徴を色濃く残していた。 

 立憲君主制のことです。ヨーロッパでは、啓蒙主義の革命の結果、

自由主義の理論に従って、主権が国民に移され、君主の権力が憲法

によって多少なりとも制限され、ついには王冠が象徴としてしか見

なされなくなったという事実が特徴的である。 

一方、国家社会主義人民国家では、主権は国家に移り、その意志の担い手

は党である（意志と国家社会主義ドイツ労働者党を参照）。これは総統原

理に従って命令され、その指導者にほぼ無限の権力を与えるが、国家社会

主義の総統原理は遺伝に基づくものではなく、選抜に基づくものなので、

絶対王政への橋は全くない（『カンプフ』を参照）。だからこそ、歴史的

な国家社会主義は、常に正しく、ドイツのホーエンツォレルン王政の復活

に厳しく反対を唱えてきたのである。 
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一方、将来の第四帝国、すなわち大ヨーロッパ圏の人民による超国家的秩

序が、外見上統一された憲法の象徴として君主制を更新することは考えら

れる。これは、古代アーリア人の高度な文明の伝統を受け継ぐ新秩序の最

終的な確立に、とりわけあてはまるものである。 

実際、第三の-真に種と自然に基づく-君主制が存在する。多様性の上に成

り立つ恒久的な統一体としての遺伝の原理の儀式的体現としての伝統的君

主制である（分化も参照されたい）。この中で、君主は儀礼の主人とし

て、人民の共同体、すべての社会集団、さらにすべての人民の同志と、今

日価値観念論と呼ばれているより高い原理との間のリンクを形成している

のである。こうして彼は、「なる」と「なくなる」の絶え間ない葛藤を越

えて、秩序と伝統の永続性を体現するのである。 

国家社会主義は、共和制でも君主制でもなく、国家の形態の問題にはほと

んど中立で無関心な運動である。しかし、それはアーリア人種の伝統的な

秩序（アーリア人参照）を時代に即して更新する新秩序につながるもので

ある。しかし、これはおそらく、伝統的な皇室制度、すなわち遺伝という

生物学的自然法則の政治的表現としての君主制も更新することになるだろ

う-ちょうど指導者が淘汰という生物学的自然法則の政治的表現であり、

今もそうであるように。 

  

76 - MORAL 

 道徳とは、内面的な従順さによって人々の生活態度を規制するとされる

独断的な強制戒律の体系である。通常、すべての人、すべての時代に対し

て普遍的に有効であると理解されています。歴史的に見れば、道徳は、全

能の神の姿を発明した啓示宗教の果実であり、その神は、永遠に有効な

「汝のshalt」と「汝のshalt not」をすべての人々に投げかける。その戒律

を守るかどうかで、人間の人生の善悪や死後の生存のあり方が決まる。  

その後、アーリア人種の生息地（アーリア人を参照）において、道徳はこ

れらの宗教的起源から大きく切り離され、その結果、ついにその内的正当

性を失った--ただし、外的正当性ではなく、何よりもブルジョアジーがし

がみつき、ブルジョア的偽善に昇華させているものである--。 
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いずれにせよ、道徳とは自然なものでも正常なものでもなく、教条主義や

全人類の平等という不自然な信仰に基づく強制のシステムであり、国家社

会主義は自由という理解でこれに反対しているのである。この自由には、

伝統的な教団（「伝統」を参照）と同様に、自分で選んだ価値にコミット

する倫理（「価値観念論」も参照）と、共同体の外部生活を規制する儀式

が含まれる。 

倫理と儀礼は、人間生活の多様性に対応し、それを考慮し（分化を参

照）、オオカミ社会の種の保存と種の発展に従属させる。これらは、種と

自然に則した新秩序の生活原理にもなる。これに対して、道徳は国家社会

主義の本質とは異質のものであることに変わりはない。特に、闘争の現在

において、独断的な道徳的概念に基づいて同志を評価し判断しようとする

ことに警告を発しなければならない。このような試みは、同志の義務の名

の下に、常に厳しく反対されなければならない。 

このため、新戦線のGesinnungsgeseinschaftは、労働、母性、政治的軍人、

指導者の倫理（Führerprinzip参照）を公言し、それは、その隊列で活動す

る人間のそれぞれのタイプに対応し公正であるが、すべての道徳概念は個

人の感情に任せ、自然に反する、国家社会主義道徳と言われる人工的産物

を設計して、それを国家社会主義に導入しようとするいかなる試みにも抗

しているのだ。アーリア人にとって、人民と民族の種を保存し発展させる

義務を超えて、種と自然に則した道徳、したがってまた国家社会主義の道

徳は存在しないのである。 

 

77 - 母性 

 国家社会主義の科学的知の教義としての生物学的人文主義は、人間を、

文化を創造する生物学的気質を持つ自然な存在と定義し、それは共同体と

してのみ実行可能であるとする。男女間の生物学的差異に関する国家社会

主義者の概念と、そこから引き出される政治的帰結も、このような背景か

ら生じているのだ。  

人間は圧倒的に文化的な存在である。彼の世界は、何よりも、国家、国

民、帝国といった文化的共同体の世界である。彼の文化的創造性と文化を
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担う作品の根幹は、男性同盟にある。それに対して、女性は自然を主体に

した存在です。彼女の世界は、何よりも自然界の共同体である人々や人種

の世界である。その土台となるのは、健全な家庭です。 

仕事は男のためにあるもの、母性は女のためにあるもの。国家社会主義

は、男の中に常に国家共同体のための、そして国家共同体の中での労働者

を見るように、女の中に常に母親を見る。少女は未来の母親として、女は

活動的な母親として、老女はかつての母親として。そして、男にとっての

労働の倫理が、彼の生物学的に決定された仕事という課題から、人生の意

味と課題として導き出されるように、女もまた、生物学的に定められた人

生の意味を母性の倫理から得る（Wertidealisiausも参照のこと）。 

母性は、自然を保護し、育み、民衆生活における「母性」の原理として、

子供を産むという過程だけでなく、多くのものを含んでいる。母性は女性

としての倫理的原則であり、人生、人々、民族に対する態度であり、純粋

に生物学的な意味でまだ母になれない、あるいはなれなくなったとして

も、女性の人生における課題であり人生の意味なのである。 

国家社会主義は、その人民の母である女性に敬意を表する。 

アーリア人女性（「アーリア人」を参照）に、この二重の意味での母性を

肯定するよう説得すること、すなわち、生物学的課題として、また倫理的

原理として、彼女たちを指導し組織化することは、国家社会主義の女性運

動の政治的課題である。 

 

78 - NATION 

国家社会主義は、人民を、その生存とより高い発展を、すべての思想、感

情および行動の中心に、無条件かつ完全に位置づけるものである。しか

し、種の保存と発展は、政治的にまとまりのある、自意識の高い国家共同

体においてのみ可能なことである。  民族主義と社会主義が、人種意識

（人種衛生を参照）と結びついて、国家社会主義を形成し、そのような民

族共同体の創造、保存、発展を可能にするのである。 

自らを自覚し、その構成員が民族とその文化、言語、歴史にこだわり、そ

の保存と発展のために努力する意志を持った民族共同体が国家となるので
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ある。 

国家は民衆の意志の共同体である! 

このように、国家は人類の文化的共同体の中で最も重要なものである。国

民を国家にする政治的意志は、乗り物を必要とし、形を見出す。 

民意は国家社会党が担っている（国家社会主義ドイツ労働者党を参照）。

この意志がとる権力政治的な組織形態が国家である。民族国家は、自己決

定権に従って、一緒に定住する民族のすべての構成員を包含するものであ

り、国家社会主義の人民国家として、その性質と種にふさわしい人民の組

織形態である。国民が国民国家の形成を放棄できるのは、アーリア人種の

生活空間を組織し、それに参加するすべての国家がその種と性質にふさわ

しい形で発展できるような超国家的秩序、すなわち帝国が誕生した場合の

みである。 

したがって、新戦線の共同体は、主としてドイツ国民国家を目指すのでは

なく、そのようなヨーロッパの秩序、すなわち第四帝国（ヨーロッパも参

照）を目指しているのである。国家があるからこそ、歴史を尊重し、現在

の問題を解決し、将来にわたって民族の種を保存し、発展させることがで

きるのです。 

  

79 - ナショナリズム 
 国家とは、人民の意志の共同体であり、国家にその権力的・政治的な組

織形態を見出すものである。国家社会主義では、国家は国家主権の担い手

である。したがって、ナショナリズムとは、ある国のすべての人々の中

に、自分たちを一つの国家として理解し、感じようとする意志を呼び起こ

し、人々の過去を尊重し、現在の問題を精力的に解決して、将来にわたっ

て人々の生存とより高い発展を可能にする国家を形成しようとする政治運

動であると言えるでしょう。そのような国家は、当然ながら国民国家でな

ければありえない。国民国家の代わりに、いくつかの国が帝国を形成する

こともできる。 

帝国も国民国家も存在しない時代には、ナショナリストだけが国家の存続

を保証するのである。そうすると、国家権力の新たな形成のために、ひい
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ては人民の種の保存と発展のために、ナショナリズムが将来への唯一の希

望となるのである。国家や帝国がいったん形成されると、ナショナリズム

はその永続性を保証する。なぜなら、ナショナリズムは、すべての人々の

中に、常に政治的意思を呼び起こし、維持し、更新しようと努力するから

である。 

ナショナリズムが成功し、あらゆる階級、地所、階層のすべての人々を味

方につけることができるのは、これらの人々が公平に扱われ、認められて

いると感じ、共同体が彼らに説かれるだけでなく、この共同体が個々の

人々の生活の中で体験され、祖国として感じられる場合のみである。すべ

ての階級、地所、階層の国民的共同体は、国家の意志の共同体の前提であ

る。だからこそ、人民であろうとする意志（ナショナリズム）は、人民の

真の共同体を形成しようとする意志、ひいてはヴォルキッシュ社会主義に

よって政治的に結合されるのである。 

そして、民族主義、社会主義、人種意識（人種衛生も参照）が融合して、

国家社会主義になる。したがって、正しく理解されたナショナリズムは、

国家社会主義としてのみ考えられるのである。ドイツ民族主義の政治的要

求は、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の1-3項に記されている。 

 自己決定権 

 正当な平和秩序（平和を参照）。 

 適切な生息環境 

ナショナリズムは、国際主義や帝国主義に反対するものであり、外国人民

の支配を目指すのではなく、自国民の種の保存と発展を目指すものであ

る。 

  



8 

卍の下で楽しむ 
 

ゲルハルト・ラウクによる逸話集 

出版社NSDAP/AO, PO Box 6414, Lincoln, NE 68506 USA 

nsdapao.info & nsdapao.org 

Copyright 1993 NSDAP/AO 

米国で印刷されたものです。 

 

43. 

 

   家を売りに出したとき、不動産会社がユダヤ人のエージェントを送り込んできた。私の部屋に来るま

では順調だったのだが、その部屋は地元の部隊の事務所を兼ねていた。私の部屋に入った瞬間、彼のあ

ごは床に叩きつけられた。金メダルでも取りそうな勢いである。 

   私のニューオーダー新聞、南部連合旗、鉤十字のステッカーが気に入らなかったのでしょう、家でも

有効です 

 

 

44. 

 

   私の自宅のオフィスは、とても、とても国家社会主義的だ。来訪した複数の同志から "神社 "とさえ

呼ばれている。ともかく、友人から電話があって、誰かを連れてきてもいいかと聞かれたとき、私はそ

れについてあまり考えなかった。しかし、彼が新参者に私のオフィスを見せる許可を求めた時、私は少

し驚いた。彼はすぐに私のオフィスを見てしまったのだ。 

   その新参者は丁寧に質問をし、私たちは政治について話し合った。帰るとき、私は彼の目をまっすぐ

見て、穏やかな、しかし全く真剣な表情で、彼に言った。 

   "もちろん、私のオフィスを見たからには...あなたを殺さなければならないことは分かっているはず

だ！" 

   彼は青ざめた。しかし、私は哀れみ、彼を命からがら逃がした。おそらく、彼はいつか孫に、自分が

いかにナチスの手で運命を狂わされそうになったかを語ることだろう。 
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